
江戸川大学学則（案） 

  第 1 章 総則 

 （目的） 

第 1 条 本学は、教育基本法ならびに学校教育法の理念に則り、建学の精神のもと広く知識を

授けるとともに専門の社会学、心理学、教育学等の思想と理念をきわめ、これを実践の場に

移しうる能力と豊かな人間性をかねそなえた人材を養成することを目的とする。 

第 1 条の２ 本学は、前条の目的を達成するため、その教育研究活動等の状況について定期的

に自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するとともに、認証評価機関による認証評価を

受けるものとする。 

第 1 条の３ 本学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施す

るものとする。 

 （名称） 

第２条 本学は、江戸川大学と称する。 

（所在地） 

第３条 本学は、千葉県流山市駒木４７４番地に置く。 

  第２章 組織 

 （学部） 

第４条 本学に、次に掲げる学部を置く。 

社会学部 

メディアコミュニケーション学部

２ 学部及び学科の入学定員並びに収容定員は、次のとおりとする。 

入学定員 収容定員 

社会学部 

人間心理学科 110 人   440 人 

現代社会学科  80 人   320 人 

経営社会学科 130 人   520 人 

計 320 人  1280 人 

メディアコミュニケーション学部

マス・コミュニケーション学科   100 人   400 人 

情報文化学科  80 人   320 人 

こどもコミュニケーション学科  50 人   200 人 

計 230 人   920 人

  

３ 学部及び学科の人材の養成に関する目的及び学生に修得させるべき能力等の教育目標は、

別表第 1 のとおりとする。 

 （総合情報図書館） 

第５条 本学に、総合情報図書館を置く。 
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 （事務局・教務部・学生部） 

第６条 本学に、事務局、教務部及び学生部を置く。 

 （教職員組織） 

第７条 本学に、学長、学部長、総合情報図書館長、事務局長、その他必要な職員を置く。 

２ 本学に、必要に応じ副学長を置くことができる。 

（教授会） 

第８条 本学に、教授会を置く。 

２ 教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

第３章 学生、学期及び休業日 

（学年） 

第９条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 （学期） 

第10条 学年を次の二学期に分ける。 

前学期  ４月１日から９月３０日まで 

後学期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

 （休業日） 

第11条 休業日は、次のとおりとする。 

一 日曜日 

二 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に定める日 

三 創立記念日 １１月５日 

四 春期休業日  ２月２３日から３月３１日まで 

五 夏期休業日  ８月１１日から９月１６日まで 

六 冬期休業日 １２月２９日 から翌年１月４日まで 

２ 必要がある場合は、学長は、前項の休業日を変更することができる。 

３ 第１項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 

４ 休業日においても、授業・実習・インターンシップ等を実施することができる。 

  第４章 修業年限、在学年限及び入学 

 （修業年限） 

第12条 学部の修業年限は、4 年とする。 

 （在学年限） 

第13条 学生は 8 年を超えて在学することができない。ただし、編入学、転入学、学士入学及

び再入学を許可された者は、認定された入学年次に基づく最短修業年限の２倍に相当する年

数を超えて在学することができない。 

(入学の時期) 

第14条 入学の時期は、学年の始めとする。ただし、再入学及び転入学については、学期の始

めとすることができる。 

(入学資格) 
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第 15 条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当するものとする。 

一 高等学校もしくは中等教育学校の後期課程を卒業した者 

二 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者 

三 学校教育法施行規則第 150 条の規定により、大学入学に関し、高等学校を卒業した者と

同等以上の学力があると認められる者のうち次の一に該当するもの 

イ 外国において、学校教育における 12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定したもの

ロ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施

設の当該課程を修了した者

ハ 専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定したものを文部科学大臣が定

める日以後に修了した者

ニ 文部科学大臣の指定した者

ホ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規

程による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

ヘ 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者で、18 歳に達したもの

 （入学の出願） 

第16条 本学への入学を志願する者は、入学願書に所定の入学検定料及び別に定める書類を添

えて願い出なければならない。 

２ 納付した検定料は返付しない。 

(合格者の選考) 

第17条 学長は、前条の入学志願者について、別に定めるところにより選考を行い、教授会の

議を経て合格者を決定する。 

 （入学手続及び入学許可） 

第18条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、誓約書、そ

の他所定の書類を提出するとともに、所定の入学金を納付しなければならない。ただし、外

国人留学生については、身元保証に関する書類の提出を免除することができるものとする。 

２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

 （編入学） 

第19条 次の各号の一に該当する者で、本学への入学を志願する者があるときには、欠員のあ

る場合に限り、選考のうえ、相当年次に編入学を許可することがある。 

一 短期大学を卒業した者 

二 高等専門学校を卒業した者 

三 修業年限が 2年以上で課程の修了に必要な総授業時間数が 1700

試験等で成績評価を行い、課程修了の認定を行っている専修学校を卒業した者 

２ 前項の規定により入学を許可された者は、既修得単位のうち本学で単位認定されたものを
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含め、卒業までに 128 単位を修得しなければならない。 

３ 編入学に関し必要な事項は、別に定める。 

（転入学） 

第19条の２ 次の各号の一に該当する者で、本学への入学を志願する者があるときには、欠員

のある場合に限り、選考のうえ、相当年次に転入学を許可することがある。 

一 他の大学に在籍している者 

二 他の大学を退学した者 

２ 前項の規定により入学を許可された者は、既修得単位のうち本学で単位認定されたものを

含め、卒業までに 128 単位を修得しなければならない。 

３ 転入学に関し必要な事項は、別に定める。 

（学士入学） 

第19条の３ 次の各号の一に該当する者で、本学への入学を志願する者があるときには、欠員

のある場合に限り、選考のうえ、相当年次に学士入学を許可することがある。 

一 大学を卒業した者 

二 学校教育法第 104 条第 4項の規定により学士の学位を授与された者 

２ 前項の規定により入学を許可された者は、既修得単位のうち本学で単位認定されたものを

含め、卒業までに 128 単位を修得しなければならない。 

３ 学士入学に関し必要な事項は、別に定める。 

（再入学） 

第19条の４ 本学を退学した者及び除籍された者で、本学への再入学を志願する者があるとき

には、欠員のある場合に限り、選考のうえ、相当年次に再入学を許可することがある。 

２ 前項の規定により入学を許可された者は、既修得単位のうち本学で単位認定されたものを

含め、卒業までに 128 単位を修得しなければならない。 

３ 再入学に関し必要な事項は、別に定める。 

  第５章 教育課程及び履修方法等 

（教育課程） 

第20条 本学の教育課程は、必修科目、選択科目及び自由科目とする。 

２ 前項の授業科目及び単位数は、別表第 2のとおりとする。 

第 20 条の２ 各種資格を得ようとする者は、別に定めるところにより、別表第 2 に定める科目

の単位を履修しなければならない。 

第 20 条の３ 教育職員免許状を得ようとする者は、学士の学位の取得に加え、教育職員免許法

及び同法施行規則に定める所定の単位を修得しなければならない。 

第 20 条の４ 本学において取得できる教育職員免許状の種類及び教科名は、次のとおりである。 
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学部 学科 免許状の種類 教科名 

社会学部 

人間心理学科 
中学校教諭 1種免許状 

高等学校教諭 1 種免許状 

社会 

公民 

現代社会学科 
中学校教諭 1種免許状 

高等学校教諭 1 種免許状 

社会 

公民 

経営社会学科 
中学校教諭 1種免許状 

高等学校教諭 1 種免許状 

社会 

公民 

メディアコ

ミュニケー

ション学部

マス・コミュニケーション学

科

中学校教諭 1種免許状 

高等学校教諭 1 種免許状 

中学校教諭 1種免許状 

高等学校教諭 1 種免許状 

社会 

公民 

国語 

国語 

情報文化学科（英語コース） 

（情報コース） 

中学校教諭 1種免許状 

高等学校教諭 1 種免許状 

高等学校教諭 1 種免許状 

外国語（英語） 

外国語（英語） 

情報 

こどもコミュニケーション学

科 
幼稚園教諭 1種免許状 - 

第 20 条の５ 多様なメディアを高度に利用して行う授業は、あらかじめ指定した日時にパソコ

ンその他双方向の通信手段によって行う。

２ 前項の授業を実施する授業科目については、別に定める。 

（単位計算方法） 

第21条 授業科目の単位計算方法は、1 単位の履修時間を教室内及び教室外をあわせて 45 時間

とし、次の基準によるものとする。 

一 講義及び演習については、15 時間から 30 時間までの講義をもって 1 単位とする。 

二 実験、実習及び実技については、30 時間から 45 時間までの実験、実習及び実技をもっ

て 1単位とする。 

(単位の授与) 

第22条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

（他大学等における授業科目の履修等） 

第23条 教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学において履修した授業科目につい

て、修得した単位を本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規程により修得した単位については、教授会の議に基づき、40 単位を限度として卒

業要件単位として認めることができる。 

３ 他大学における授業科目の履修等に関し、必要な事項は別に定める。 
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（第 1年次入学者の既修単位の認定） 

第24条 大学又は短期大学を卒業又は中途退学し、新たに本学の第 1 年次に入学した学生の既

修単位について、教育上有益と認めるときは、これを本学において修得したものとして認定

することができる。 

２ 前項の単位認定は、教授会の議に基づき、40 単位を限度として卒業要件単位として認める

ことができる。 

（成績） 

第25条 授業科目の試験の成績は、秀・優・良・可・不可の 5 種をもって表わし、秀・優・

良・可を合格とする。 

 （進級） 

第26条 本学においては、進級に関する条件を定めることができる。 

２ 前項の条件は、別に定める。 

  第６章 休学、転学、留学及び退学、除籍 

（休学） 

第27条 疾病その他特別の理由により１月以上修学することができない者は学長の許可を得て

休学することができる。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命ずるこ

とができる。 

（休学期間） 

第28条 休学期間は、1 年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、願い出により休学

期間の延長を認めることができる。 

２ 休学期間は、通算して 4 年を超えることができない。 

３ 休学期間は、第 13 条の在学期間には算入しない。 

４ 休学期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができる。 

（転学部及び転学科） 

第29条 本学に１年以上在籍している者で、他の学部、学科への移籍を志望する者は、学長の

許可を得て転学部又は転学科することができる。 

２ 転学部及び転学科に関し必要な事項は、別に定める。 

 （転学） 

第 30 条 他の大学への入学又は転入学を志願しようとする者は、学長の許可を受けなければな

らない。

  

  

 

（留学） 

第 31 条 外国の大学又は短期大学で修学することを志願する者は、学長の許可を得て留学する

ことができる。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第 12 条に定める在学期間に含めることができる。 

３ 第 23 条の規定は、外国の大学又は短期大学へ留学する場合に準用する。 

４ 留学に関し、必要な事項は別に定める。 
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（退学） 

第 32 条 退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

（除籍） 

第 33 条 次の各号の一に該当する者は、教授会の議を経て、学長が除籍する。 

一 学費又は在籍料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

二 第 13 条に定める在学年限をこえた者 

三 第 28 条第 2 項に定める休学期間をこえてなお修学できない者 

四 長期にわたる欠席又は病気その他の理由により、成業の見込みがないと認められる者 

五 長期間にわたり行方不明の者 

六 死亡 

  第７章 卒業及び学位 

（卒業） 

第34条 本学に４年以上在学し次の各号に定める単位を含め、１２８単位以上を修得した者に

ついては、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

学部   学 科  必修科目  選択科目 

社会学部 人間心理学科 40 単位  88 単位 

社会学部 現代社会学科 40 単位  88 単位 

社会学部 経営社会学科      28 単位 100 単位 

メディアコミュニケーション学部 マス・コミュニケーション学科 30 単位   98 単位 

メディアコミュニケーション学部 情報文化学科   36 単位  92 単位 

メディアコミュニケーション学部 こどもコミュニケーション学科 79 単位    49 単位 

２ 前項の卒業要件を満たした者が、卒業延期を願い出た場合、学長は、教授会の議を経てこ

れを許可することができる。 

３ 前項の卒業延期に関し必要な事項は、別に定める。 

４ メディアコミュニケーション学部こどもコミュニケーション学科で保育士の資格を取得し

ようとする者は、前項に定めるもののほか、児童福祉法及び同法施行規則に定める所定の単

位を修得しなければならない。資格取得に係る履修に関する規則は別に定める。 

(学位) 

第 35 条 卒業を認定した者には、学士の学位を授与する。 

２ 前項の学士の学位は、卒業した学部、学科に応じて、次のとおりとする。 

社会学部 人間心理学科 学士（心理学） 

社会学部 現代社会学科 学士（社会学） 

社会学部 経営社会学科 学士（社会学） 

メディアコミュニケーション学部 マス・コミュニケーション学科 学士（社会学） 

メディアコミュニケーション学部 情報文化学科 学士（社会学） 

メディアコミュニケーション学部  こどもコミュニケーション学科 学士（教育学） 
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  第８章 賞罰 

 （表彰） 

第 36 条 学生として表彰に価する行為があった者は、学生表彰に関する規則に基づき、学長が

表彰することができる。 

（懲戒） 

第 37 条 本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、教授会の議を

経て、学長が懲戒する。 

２ 前項の懲戒の種類は、退学、停学、及び訓告とする。 

３ 前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

一 性行不良で改善の見込みがない者 

二 学業を怠り、成業の見込みがないと認められる者 

三 正当な理由がなくて出席常でない者 

四 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

  第９章 研究生、聴講生、特別聴講生、科目等履修生及び外国人留学生 

 （研究生） 

第 38 条 本学において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、学

部の教育研究に支障のない限り、選考のうえ、研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生を志願することのできる者は、大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力があ

ると認められた者とする。 

３ 研究期間は、1 年とする。ただし、特別の理由がある場合は、その期間を更新することが

できる。 

（聴講生） 

第 39 条 本学において特定の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、学部の教育

に支障のない場合に限り、選考のうえ、聴講生として入学を許可することがある。 

２ 聴講生は学期毎に入学を許可する。 

 (特別聴講生) 

第 40 条 他の大学等の学生で、本学において授業科目を履修することを志願する者があるとき

は、当該他大学等との協議に基づき、特別聴講生として入学を許可することがある。 

(科目等履修生) 

第 40 条の２ 本学において、授業科目を履修することを志願する者があるときは、学部の教育

に支障のない場合に限り選考のうえ、科目等履修生として入学を許可することがある。 

（外国人留学生） 

第 41 条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する者

があるときは、選考のうえ、外国人留学生として入学を許可することがある。 

２ 前項の外国人留学生に対して、第 20 条に掲げるもののほか、日本語科目及び日本事情に関

する科目を置くことがある。 

(研究生等) 

ー学則ー8ー



第 42 条 研究生、聴講生、特別聴講生、科目等履修生及び外国人留学生に関する規則は、別に

定める。 

  第 10 章 学費 

 (入学金) 

第43条 入学金は３２０，０００円とする。 

 (学費) 

第44条 学費とは、施設設備費、維持費、授業料及び実験実習費等をいう。金額は次のとおり

とする。 

施設設備費（年額） ２００，０００円 

維持費  （年額） １００，０００円 

授業料  （年額） ７００，０００円 

実験実習費（年額） １００，０００円 

２ 学費については、一部を減免することができる。 

３ 前項の減免については、別に定める。 

４ 本条第 1項の他、教職課程履修者からは、別途、同課程履修費を徴収する。 

 （学費の納付） 

第45条 学費は、年額の二分の一ずつを次の二期に分けて納付しなければならない。 

区 分 納 期 

一 期（ ４月から９月まで  ） ４ 月 中 

二 期（１０月から翌年３月まで） 10 月 中 

（復学等の場合の学費） 

第46条 一期又は二期の中途において、復学又は入学した者は、復学又は入学した月から当該

期末までの学費を復学又は入学した月に納付しなければならない。 

（学年の中途で卒業する場合の学費） 

第47条 学年の中途で卒業する見込みの者は、卒業する見込みの期までの学費を納付するもの

とする。 

（退学及び停学の場合の学費）

  

  

第48条 一期又は二期の中途で退学し又は除籍された者の当該期分の学費は徴収する。 

２ 停学期間中の学費は徴収する。 

 （休学の場合の学費） 

第49条 休学者については、第 44 条に規定する学費を免除し、在籍料を徴収する。 

２ 在籍料に関する必要事項は、別に定める。 

 （留年した場合の学費） 

第50条 留年した者の学費は、別に定める。 

 （卒業延期の場合の学費） 

第51条 卒業延期を許可された場合の学費については、第 44 条に規定する学費を免除し、在籍
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料を徴収する。 

２ 在籍料に関する必要事項は、別に定める。 

 （学費の免除及び徴収の猶予） 

第52条 経済的理由によって納付が困難であり、かつ、学業優秀と認める場合又はその他やむ

を得ない事情があると認められた場合は、学費の全部もしくは一部を免除し、又は徴収を猶

予することがある。 

２ 学費の免除及び徴収の猶予に関し必要な事項は別に定める。 

（研究生、聴講生及び科目等履修生等の授業料等） 

第53条 研究生、聴講生、特別聴講生及び科目等履修生の検定料及び授業料については、別に

定める。 

 （納付した学費等） 

第54条 納付した学費等は原則として返付しない。 

  第 11 章 公開講座 

 （公開講座） 

第55条 社会人の教養を高め、文化の向上に資するため、本学に公開講座を開設することがで

きる。 

附 則 

本学則は、平成 2年 4 月 1日から施行する。 

  附 則 

１ 本学則は、平成 3 年 4月 1日から施行する。 

２ 第 4 条に規定する入学定員は、平成 3 年度から平成 11 年度までの間は、次のとおりとす

る。 

年 度 

学 科 

平 成 ３ 年 度 ～ 平 成 1 1 年 度 

入 学 定 員 

応 用 社 会 学 科 １５０ 人 

マス・コミュニケーション学科 １５０ 人 

附 則 

１ 本学則は、平成 6 年 3月 1日から施行する。 

２ 本学則施行の際、現に在学する者は、第 20 条、第 24 条第 2 項、第 32 条及び第 41 条の規

定は、本学則の改正にかかわらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例による。 

  附 則 

１ 本学則は、平成 8 年 4月 1日から施行する。 

２ 本学則施行の際、現に在学する者は、第 20 条及び第 41 条の規定について本学則の改正に

かかわらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例による。 

附 則 
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１ 本学則は、平成 9 年 4 月 1 日から施行する。ただし、第 4 条に規定する編入学の入学定員

については、平成 11 年 4月 1日から施行する。 

２ 第 4 条に規定する入学定員は、同条及び附則（平成 3 年 4 月 1 日施行）第 2 項の規定にか

かわらず、平成 9年度から平成 11 年度までの間は、次のとおりとする。 

年 度 

学 科 

平成９年度～平成 11 年度 

入 学 定 員 

応 用 社 会 学 科 １３５人 

マス・コミュニケーション学科 １３５人 

環 境 情 報 学 科 ８５人 

環 境 情 報 学 科 3 年 編 入 学 

（平成 11 年度から） 
１０人 

３ 本学則施行の際、現に在学する者は、改正後の第 32 条及び別表第１の規定にかかわらず、

それらの者が卒業するまで、なお従前の例による。 

  附 則 

 本学則は、平成 11 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 4 条、第 20 条、第 32 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例

による。 

  附 則 

本学則は、平成 11 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 31 条第１号、第 46 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例に

よる。 

  附 則 

１ 本学則は、平成 12 年 4 月 1日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 20 条、第 32 条に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例による。 

２ 第 4 条に規定する入学定員及び収容定員のうち、人間社会学科及びﾏｽ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科の入

学定員は、同条の規定に係わらず、平成 12 年から平成 15 年までの間は次のとおりとする。 

年 度 

学 科 

平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 

入 学 定 員 入 学 定 員 入 学 定 員 入 学 定 員 

人 間 社 会 学 科 １２５人 １１５人 １１０人 １００人 

ﾏ ｽ ･ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ学 科 １３５人 １３５人 １３０人 １３０人 

附 則 

 本学則は、平成 13 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 20 条、第 32 条、第 41 条に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例によ

る。 

  附 則 
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 本学則は、平成 14 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 4 条、第 20 条、第 32 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例

による。 

  附 則 

１ 本学則は、平成 14 年 4 月 1日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 4 条、第 32 条に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例による。 

２ 第 4 条に規定する入学定員及び収容定員のうち、平成 14 年度の人間社会学科の入学定員及

び平成 14 年から平成 15 年までのﾏｽ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科の入学定員は、次のとおりとする。 

年 度 

学 科 

平 成 1 4 年 度 平 成 1 5 年 度 

入 学 定 員 入 学 定 員 

人 間 社 会 学 科 １３０人 ― 

ﾏ ｽ ･ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 学 科 １５５人 １５５人 

附 則 

本学則は、平成 16 年 4月 1日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成 16 年 6月 1日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成 17 年 4月 1日から施行する。 

附 則 

１ 本学則は、平成 18 年 4 月 1日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 4 条、第 20 条、第 21 条、第 24 条、第 32 条、第 33 条の規定に係わらず、それらの者

が卒業するまで、なお従前の例による。 

２ 社会学部人間社会学科、環境デザイン学科、マス･コミュニケーション学科については、平

成 18 年 4月 1日より学生募集を停止し、在学生の卒業をもって廃止する。 

附 則 

本学則は、平成 18 年 7月 19 日から施行する。 

附 則 

  本学則は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、それらの者が卒業するまで、なお従前の例による。 

附 則 

本学則は、平成 19 年 9月 1日から施行する。 

附 則 

 本学則は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 33 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例による。 

附 則 
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  本学則は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

  本学則は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 20 条、第 20 条の 2、第 33 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前

の例による。 

附 則 

本学則は、平成 23 年 1月 19 日から施行する。 

  附 則 

 本学則は、平成 23 年 4月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生は

第 20 条及び第 34 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例による。 

  附 則 

 本学則は、平成 24 年 4月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生は

第 4条、第 20 条、第 34 条、第 35 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前

の例による。 

附 則 

 平成 18 年 4 月 1 日から学生募集停止としていた社会学部マス･コミュニケーション学科につ

いては、平成 25 年 4 月 1 日以降在籍する者がいないため、平成 25 年 3 月 31 日付で廃止とす

る。 

附 則 

  本学則は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生は

第 20 条、第 34 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例による。 

附 則 

  平成 18 年 4 月 1 日から学生募集停止としていた社会学部環境デザイン学科については、平成

25 年 10 月 1 日以降在籍する者がいないため、平成 25 年 9月 30 日付で廃止とする。 

  附 則 

 本学則は、平成 26 年 4月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生は

第4条、第20条、第25条、第34条、第35条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、

なお従前の例による。 

附 則 

  本学則は、平成 18 年 4 月 1 日から学生募集停止としていた社会学部人間社会学科について

は、平成 26 年 5月 22 日以降在籍する者がいないため、平成 26 年 5月 21 日付で廃止とする。 

附 則 

  本学則は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。

      

       

附 則 

  本学則は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 20 条、第 20 条の 2、第 34 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前

の例による。 
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附 則 

  本学則は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 20 条、第 20 条の 2、第 34 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前

の例による。 

附 則 

  本学則は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 20 条、第 20 条の 2、第 34 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前

の例による。 

附 則 

  本学則は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生

は、第 20 条、第 20 条の 2、第 34 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前

の例による。 

附 則 

  本学則は、令和2年4月1日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生は、

第 20条、第 20条の 2、第 34条、第 44条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお

従前の例による。 

附 則 

  本学則は、令和3年4月1日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生は、

第 20 条、第 20 条の 2、第 34 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例

による。 

附 則 

  本学則は、令和4年4月1日から施行する。ただし、本学則施行の際、現に在学する学生は、

第 20 条、第 20 条の 2、第 34 条の規定に係わらず、それらの者が卒業するまで、なお従前の例

による。 

附 則 

  本学則は、令和 5 年 4月 1日から施行する。 
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別表第１ 

学部・学科 人材の養成に関する目的 
学生に修得させるべき 

能力等の教育目標 

社会学部 

現代の社会における諸課題を解決で

き、未来に向かっての洞察的能力を養

う多様かつ最新の専門知識・技術を修

得するとともに、広く深い教養及び総

合的な判断能力を持った優しさと温

かみに満ち克己心に富む有為な人材

を育成する。 

最新の専門知識や技術を修得するこ

とにより、主体的に課題認識がで

き、解決策を考え実施し、その結果

を客観的に評価し改善できる実践力

の修得。 

人間心理学科 

心理学、臨床心理学、カウンセリング

に関しての教育・研究を深め、専門知

識と実践力を有し、真の人間を理解す

ることができる人材を育成する。 

心理学の見方・手法の修得。 

カウンセリングの知識・手法の修得。 

現代社会学科 

日々の生活、余暇、社会貢献、環境保

全活動等、社会の多様な活動を実地体

験を重視して学び、より良い生活を提

案しうる「生活力」のある人材を育成

する。 

専門知識（文化人類学、社会学、観光

学、環境学等）の修得。 

現場に飛び出す実践力、調査力の養

成。 

経営社会学科 

グローバル化と情報技術の進歩等が

もたらすビジネス環境の急激な変化

に対応しつつ、時代に適合した新しい

経営理念や実務スキルを身につけた

人材を育成する。 

創造的なアイデアと実行力の養成。 

販売、営業、財務、経営スキルの修得。 

新規ビジネスの創造、スポーツビジネ

ス等、ビジネス最前線で活躍できる応

用力の養成。

メディアコミュニケーション学部

現代の多様化するメディア環境の中

にあって、満ち溢れる情報を「正確に

判断・選別しうる能力」と「的確に伝

える能力」を養い、新しい時代を豊か

に生き抜く人材を育成する。 

溢れる情報を「正確にとらえ、的確に

伝える」能力の修得。言語、映像、音

声の統合されたメディアコミュニケ

ーション及び社会的関係性の全様を

理解し、発信する能力の修得。 

マス・コミュニケーション学

科

マスコミ媒体を中心とした情報の送

り手として、溢れる情報を「正確にと

らえ、的確に伝える」能力を養い、新

しい国際化時代のコミュニケーショ

ン活動を担い、国内のみならず、国際

的分野をも含む諸機関で活躍できる

人材を育成する。

社会人としての教養の上に、激動する

現代社会に対応できる能力の修得。マ

スコミに関する専門性を身につけ、溢

れる情報を「正確にとらえ、的確に伝

える」能力の修得。

情報文化学科 

グローバル化する現代社会において、

進化するメディア環境のなか、ICT・

言語を媒介としたコミュニケーショ

ン・スキルを持ち、溢れる情報を「正

確にとらえ、的確に伝える」能力を持

つ人材を育成する。 

情報技術（システム設計技術、Web ア

プリケーション技術等）の修得。 

国際語としての英語を媒介としたコ

ミュニケーション能力の修得。

こどもコミュニケーション学

科 

多様化し複雑化する人間関係やメデ

ィア環境において、子どもの成長過程

を見据え健全な成長を導くために、必

要な知識と実践力を持った専門性と

溢れる情報を「正確にとらえ、的確に

伝える」コミュニケーション能力を備

え、子ども、家庭、学校、地域、職域

その他の社会的関係性を踏まえ、相互

に協力しつつ地域の子ども・子育て支

援に貢献し続けることのできる人材

を育成する。 

溢れる情報を「正確にとらえ、的確に

伝える」コミュニケーション能力を持

ち、質の高い実践ができる能力の修

得。地域の子ども・子育て支援につい

て理解、実践できる能力の修得。探求

力を持ち、学びを継続する意欲を持ち

続け、生涯に渡る人間形成を通じて、

福祉・教育・保育等の様々な分野の発

展に寄与できる能力の修得。 
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別表第2　社会学部　人間心理学科（2022年度入学生）

必修 選択 自由 必修 選択 自由
アカデミック・スキル演習I 1 4 健康・スポーツ科学 1 2

アカデミック・スキル演習II 2 4 健康・スポーツ科学演習 1 4

情報リテラシー 1 2 2 ※注2 地域ボランティアプログラムA 1 2

情報リテラシー応用 1 2 ※注3 地域ボランティアプログラムB 2 2

英語I 1 2 地域ボランティアプログラムC 3 2

英語II 1 2 文学基礎論I 2 2

英語III 2 2 文学基礎論II 2 2

英語IV 2 2 人間学演習I 1 2

英会話I 1 2 人間学演習II 1 2

英会話II 1 2 国語表現I 1 2

インテンシブ英語A-I（TOEIC） 1 4 国語表現II 1 2

インテンシブ英語A-II（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・基礎 1 4

インテンシブ英語A-III（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・応用I 2 2

インテンシブ英語A-IV（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・応用II 2 2

海外研修英語I 1 2 キャリアデザイン・総合I 3 2

海外研修英語II 1 2 キャリアデザイン・総合II 3 2

語学研修（オセアニア） 1 4 インターンシップ 2 2

語学研修（欧米） 1 4 教師論 1 2

Intensive English B-I（TOEFL） 1 4 教育制度論 1 2

Intensive English B-II（TOEFL） 1 4 教育心理学 1 2

English for Academic Purposes (Writing) 1 2 特別支援教育概論（中・高） 1 2

English for Academic Purposes (Presentation) 2 2 教育課程論 2 2

English Conversation I 2 2 教育方法学 2 2

English Conversation II 2 2 教育ICT利活用論 2 2

English Conversation III 3 2 社会科・公民科教育法I 3 2

Academic Reading I 1 2 社会科・公民科教育法II 3 2

Academic Reading II 2 2 社会科教育法I 2 2

Academic Reading III 2 2 社会科教育法II 2 2

Academic Reading IV 3 2 英語科教育法I 2 2

Study Abroad Preparation Seminar 2 2 英語科教育法II 2 2

Study Abroad Program 3 8 英語科教育法III 3 2

Study Abroad Program - Introduction 1 2 英語科教育法IV 3 2

Study Abroad Program - Wrap Up 3 2 情報科教育法I 3 2

日本語基礎I 1 1 情報科教育法II 3 2

日本語基礎II 1 1 国語科教育法I 2 2

日本語コミュニケーションI 1 1 国語科教育法II 2 2

日本語コミュニケーションII 1 1 国語科教育法III 3 2

日本語応用I 2 2 国語科教育法IV 3 2

日本語応用II 2 2 道徳教育の指導法 2 2

日本語文型I 1 2 総合的な学習の時間の指導法 3 2

日本語文型II 1 2 特別活動論 3 2

日本語アカデミック基礎I 1 2 生徒指導論 2 2

日本語アカデミック基礎II 1 2 教育相談 3 2

日本語アカデミック応用I 3 2 進路指導論 3 2

日本語アカデミック応用II 3 2 ボランティア論 3 2

日本語キャリアデザインI 3 2 教職基礎演習 2 2

日本語キャリアデザインII 3 2 教職総合演習 3 2

法学概論 1 2 教職実践演習（中・高） 4 2

経済学概論 1 2 古典文学鑑賞 1 2

政治学概論 1 2 現代文学鑑賞 1 2

人文地理学概論 1 2 日本文学史 1 2

自然地理学概論 1 2 文学総合演習 2 2

哲学概論 1 2 古典文学講読 2 2

日本史学概論 1 2 漢文 1 2

外国史学概論 1 2 書道 1 2

社会学概論I 1 2 教育実習（事前・事後指導） 4 1

社会学概論II 1 2 教育実習I 4 2

自然科学概論 1 2 教育実習II 4 2

生物学概論 1 2 教育学概論 1 2

日本思想概論 1 2 博物館経営論 1 2

科学史概論 1 2 博物館資料論 1 2

日本国憲法 1 2 博物館資料保存論 1 2

国際社会と日本 1 2 博物館展示論 1 2

社会統計学I 2 2 博物館情報・メディア論 1 2

社会統計学II 2 2 博物館教育論 1 2

社会調査法I 1 2 博物館学実習I 2 2

社会調査法II 1 2 博物館学実習II 3 2

社会調査演習 2 4 博物館概論 1 2

韓国語I 1 2 生涯学習論I 1 2

韓国語II 1 2 生涯学習論II 1 2

中国語I 1 2

中国語II 1 2

フランス語I 1 2 卒業所要単位：必修40単位、選択88単位以上（英語系・英語系(GSP)4単位以上、

フランス語II 1 2 教養科目系4単位以上、基幹科目群20単位以上（必修8単位、英語系・英語系(GSP)4単位以上、

異文化コミュニケーション 2 2 教養科目系4単位以上を含む）を含む）、合計128単位以上

多文化理解 1 2 外国人留学生は、必修44単位、選択84単位以上（教養科目系4単位以上、

アジア・オセアニアの文化 1 2 基幹科目群20単位以上(必修12単位、教養科目系4単位以上を含む）を含む）、合計128単位以上

異文化理解研修 1 4 自由科目の単位は卒業単位には含まれないので注意すること

スカラシップ 1 6 ※注1 外国人留学生は「アカデミック・スキル演習I」及び「アカデミック・スキル演習II」

海外体験研修（東南アジア） 1 2 は履修不可、「情報リテラシー」及び「情報リテラシー応用」の単位を必修とする

海外体験研修（東アジア） 1 2 ※注2 外国人留学生以外は自由科目、外国人留学生は必修科目として扱う

長期海外研修（オセアニア） 1 12 ※注3 外国人留学生のみ履修可、必修科目として扱う

長期海外研修（欧米） 1 12

情報社会とメディア 1 2 ※注4 英語系・英語系(GSP)から4単位以上を修得すること（外国人留学生を除く）

情報基礎演習 1 2 ※注5 外国人留学生のみ履修可

情報活用論基礎 1 2

情報活用論応用 1 2

情報活用演習 1 2
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必修 選択 自由 必修 選択 自由
心理学概論A 1 2 基礎ゼミナールA 1 2

心理学概論B 1 2 基礎ゼミナールB 1 2

発達心理学I 1 2 心理学統計法 1 2

発達心理学II 1 2 心理学統計法（応用） 1 2

知覚・認知心理学 1 2 外国書講読 1 2

神経・生理心理学 1 2 心理学実験I 2 2

比較行動学 1 2 心理学実験II 2 2

人間関係の心理学 1 2 心理調査概論 2 2

人体の構造と機能及び疾病 1 2 心理統計分析I 2 2

精神保健 1 2 心理統計分析II 2 2

カウンセリング概論 1 2 人間心理学特殊講義 2 2

児童心理学 1 2 実験社会心理学 2 2

心理学研究法 2 2 公認心理師の職責 2 2

社会心理学I 2 2 感情・人格心理学 2 2

社会心理学II 2 2 実験心理学特殊講義 3 2

臨床心理学概論 2 2 精神生理学 3 2

睡眠の生理心理学 2 2 社会・集団・家族心理学 3 2

学習・言語心理学 2 2 心理学的支援法 3 2

心理学史 2 2 関係行政論 3 2

色彩心理学 3 2 精神疾患とその治療 3 2

心理的アセスメント 2 2 心理演習 3 2

青年心理学 2 2 社会心理学調査演習 3 2

高齢者の心理学 2 2 実験心理学演習 3 4

健康・医療心理学 3 2 発達心理学演習 3 2

障害者・障害児心理学 3 2 専門ゼミナールI 3 4

心理学実験プログラミング 3 2 専門ゼミナールII 4 4

福祉心理学 3 2 心理実習 4 4

産業・組織心理学 3 2 卒業研究 4 4

教育・学校心理学 3 2

司法・犯罪心理学 3 2

基幹科目群20単位以上(必修12単位、教養科目系4単位以上を含む）を含む）、合計128単位以上

群

3
群2

群

備考備考 群 系列 科目名 年次
単位数

科目名 年次
単位数

系列

ー学則ー17ー



別表第2　社会学部　現代社会学科（2022年度入学生）

必修 選択 自由 必修 選択 自由
アカデミック・スキル演習I 1 4 健康・スポーツ科学 1 2

アカデミック・スキル演習II 2 4 健康・スポーツ科学演習 1 4

情報リテラシー 1 2 2 ※注2 地域ボランティアプログラムA 1 2

情報リテラシー応用 1 2 ※注3 地域ボランティアプログラムB 2 2

英語I 1 2 地域ボランティアプログラムC 3 2

英語II 1 2 文学基礎論I 2 2

英語III 2 2 文学基礎論II 2 2

英語IV 2 2 人間学演習I 1 2

英会話I 1 2 人間学演習II 1 2

英会話II 1 2 国語表現I 1 2

インテンシブ英語A-I（TOEIC） 1 4 国語表現II 1 2

インテンシブ英語A-II（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・基礎 1 4

インテンシブ英語A-III（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・応用I 2 2

インテンシブ英語A-IV（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・応用II 2 2

海外研修英語I 1 2 キャリアデザイン・総合I 3 2

海外研修英語II 1 2 キャリアデザイン・総合II 3 2

語学研修（オセアニア） 1 4 インターンシップ 2 2

語学研修（欧米） 1 4 教師論 1 2

Intensive English B-I（TOEFL） 1 4 教育制度論 1 2

Intensive English B-II（TOEFL） 1 4 教育心理学 1 2

English for Academic Purposes (Writing) 1 2 特別支援教育概論（中・高） 1 2

English for Academic Purposes (Presentation) 2 2 教育課程論 2 2

English Conversation I 2 2 教育方法学 2 2

English Conversation II 2 2 教育ICT利活用論 2 2

English Conversation III 3 2 社会科・公民科教育法I 3 2

Academic Reading I 1 2 社会科・公民科教育法II 3 2

Academic Reading II 2 2 社会科教育法I 2 2

Academic Reading III 2 2 社会科教育法II 2 2

Academic Reading IV 3 2 英語科教育法I 2 2

Study Abroad Preparation Seminar 2 2 英語科教育法II 2 2

Study Abroad Program 3 8 英語科教育法III 3 2

Study Abroad Program - Introduction 1 2 英語科教育法IV 3 2

Study Abroad Program - Wrap Up 3 2 情報科教育法I 3 2

日本語基礎I 1 1 情報科教育法II 3 2

日本語基礎II 1 1 国語科教育法I 2 2

日本語コミュニケーションI 1 1 国語科教育法II 2 2

日本語コミュニケーションII 1 1 国語科教育法III 3 2

日本語応用I 2 2 国語科教育法IV 3 2

日本語応用II 2 2 道徳教育の指導法 2 2

日本語文型I 1 2 総合的な学習の時間の指導法 3 2

日本語文型II 1 2 特別活動論 3 2

日本語アカデミック基礎I 1 2 生徒指導論 2 2

日本語アカデミック基礎II 1 2 教育相談 3 2

日本語アカデミック応用I 3 2 進路指導論 3 2

日本語アカデミック応用II 3 2 ボランティア論 3 2

日本語キャリアデザインI 3 2 教職基礎演習 2 2

日本語キャリアデザインII 3 2 教職総合演習 3 2

法学概論 1 2 教職実践演習（中・高） 4 2

経済学概論 1 2 古典文学鑑賞 1 2

政治学概論 1 2 現代文学鑑賞 1 2

人文地理学概論 1 2 日本文学史 1 2

自然地理学概論 1 2 文学総合演習 2 2

哲学概論 1 2 古典文学講読 2 2

日本史学概論 1 2 漢文 1 2

外国史学概論 1 2 書道 1 2

社会学概論I 1 2 教育実習（事前・事後指導） 4 1

社会学概論II 1 2 教育実習I 4 2

自然科学概論 1 2 教育実習II 4 2

生物学概論 1 2 教育学概論 1 2

日本思想概論 1 2 博物館経営論 1 2

科学史概論 1 2 博物館資料論 1 2

日本国憲法 1 2 博物館資料保存論 1 2

国際社会と日本 1 2 博物館展示論 1 2

社会統計学I 2 2 博物館情報・メディア論 1 2

社会統計学II 2 2 博物館教育論 1 2

社会調査法I 1 2 博物館学実習I 2 2

社会調査法II 1 2 博物館学実習II 3 2

社会調査演習 2 4 博物館概論 1 2

韓国語I 1 2 生涯学習論I 1 2

韓国語II 1 2 生涯学習論II 1 2

中国語I 1 2

中国語II 1 2 卒業所要単位：必修40単位、選択88単位以上（英語系・英語系(GSP)4単位以上、教養科目系

フランス語I 1 2 4単位以上（必修2単位を含む）、基幹科目群20単位以上（必修10単位、英語系・英語系(GSP)

フランス語II 1 2 4単位以上、教養科目系2単位以上を含む）、選択必修8単位以上を含む）、合計128単位以上

異文化コミュニケーション 2 2 外国人留学生は、必修44単位、選択84単位以上（教養科目系4単位以上（必修2単位を含む）、

多文化理解 1 2 基幹科目群20単位以上（必修14単位、教養科目系2単位以上を含む）、選択必修8単位以上を

アジア・オセアニアの文化 1 2 含む）、合計128単位以上

異文化理解研修 1 4 自由科目の単位は卒業単位には含まれないので注意すること

スカラシップ 1 6 ※注1 外国人留学生は「アカデミック・スキル演習I」及び「アカデミック・スキル演習II」

海外体験研修（東南アジア） 1 2 は履修不可、「情報リテラシー」及び「情報リテラシー応用」の単位を必修とする

海外体験研修（東アジア） 1 2 ※注2 外国人留学生以外は自由科目、外国人留学生は必修科目として扱う

長期海外研修（オセアニア） 1 12 ※注3 外国人留学生のみ履修可、必修科目として扱う

長期海外研修（欧米） 1 12

情報社会とメディア 1 2 ※注4 英語系・英語系(GSP)から4単位以上を修得すること（外国人留学生を除く）

情報基礎演習 1 2 ※注5 外国人留学生のみ履修可

情報活用論基礎 1 2

情報活用論応用 1 2

情報活用演習 1 2
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必修 選択 自由 必修 選択 自由
現代社会論A 1 2 基礎ゼミナール 1 2

現代社会論B 1 2 現代社会基礎 1 2

現代社会論C 1 2 現代社会演習I 2 2

フィールドワーク論 1 2 現代社会演習II 2 2

現代社会学概論I 1 2 現代社会実習I 2 1

現代社会学概論II 1 2 現代社会実習II 2 1

文化人類学概論 1 2 現代社会・フィールド研修 1 2

民俗学 1 2 現代社会専門研修 2 2

環境概論 1 2 現代社会応用実習I 3 1

観光概論 1 2 現代社会応用実習II 3 1

都市デザイン論 1 2 海外専門研修 2 4

レジャー社会学 1 2 専門ゼミナール 3 4

環境社会学概論 1 2 卒業研究 4 4

スポーツと社会I 1 2

スポーツ社会学 1 2

文化財概論 1 2

文化人類学原論 2 2

福祉・医療人類学 2 2

生き方の人類学 2 2

子どもと子育ての人類学 2 2

家族と女性の人類学 2 2

観光社会学 2 2

イベントの人類学 3 2

貧困と開発の人類学 3 2

音楽人類学 1 2

スポーツ人類学 1 2

民俗宗教論 2 2

神話・伝説研究 2 2

ライフヒストリー論 2 2

レジャー産業論 2 2

レジャー・カウンセリング 3 2

ホスピタリティ論 1 2

旅行企画論 2 2

観光ビジネス論 1 2

観光関連法 2 2

観光地理学 2 2

観光心理学 1 2

鉄道・交通論 2 2

コミュニティ論 1 2

市役所と住民 2 2

コミュニティデザイン論 3 2

地域防災論 2 2

観光まちづくり論 1 2

地域経営論 2 2

文化遺産論 2 2

環境と市民活動 2 2

高齢社会論 2 2

環境と教育 1 2

基礎生態学 1 2

里地里海保全論 2 2

自然遺産論 2 2

国立公園論 2 2

水辺環境の保全 1 2

緑地と造園 2 2

インタープリテーションとエコツーリズム 2 2

環境と心理 2 2

環境の政治学 3 2

環境と企業 3 2

クリエイティブツーリズム論 3 2

考古学 1 2

地域遺産研究 2 2

美術工芸と地域社会 3 2

文化財の保存と活用 3 2

地域ブランディング 3 2

環境特論 3 2

ヘリテージツーリズム論 2 2

世界遺産論 2 2

アートマネジメント論 2 2

文化財特論 2 2

妖怪と怪異の民俗学 1 2

文化財演習I 2 2

文化財演習II 2 2

美術工芸研究I 2 2

美術工芸研究II 2 2

SDGs概論 1 2

スポーツと社会II 2 2

スポーツと社会III 3 2

生涯スポーツ論 2 2

スポーツ文化論 2 2

フットボール学 3 2

群
単位数

備考群系列 科目名 年次
単位数

備考 年次

4
科
目
8
単
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2
群

系列 科目名
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別表第2　社会学部　経営社会学科（2022年度入学生）

必修 選択 自由 必修 選択 自由
アカデミック・スキル演習I 1 4 健康・スポーツ科学 1 2

アカデミック・スキル演習II 2 4 健康・スポーツ科学演習 1 4

情報リテラシー 1 2 2 ※注2 地域ボランティアプログラムA 1 2

情報リテラシー応用 1 2 ※注3 地域ボランティアプログラムB 2 2

英語I 1 2 地域ボランティアプログラムC 3 2

英語II 1 2 文学基礎論I 2 2

英語III 2 2 文学基礎論II 2 2

英語IV 2 2 人間学演習I 1 2

英会話I 1 2 人間学演習II 1 2

英会話II 1 2 国語表現I 1 2

インテンシブ英語A-I（TOEIC） 1 4 国語表現II 1 2

インテンシブ英語A-II（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・基礎 1 4

インテンシブ英語A-III（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・応用I 2 2

インテンシブ英語A-IV（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・応用II 2 2

海外研修英語I 1 2 キャリアデザイン・総合I 3 2

海外研修英語II 1 2 キャリアデザイン・総合II 3 2

語学研修（オセアニア） 1 4 インターンシップ 2 2

語学研修（欧米） 1 4 教師論 1 2

Intensive English B-I（TOEFL） 1 4 教育制度論 1 2

Intensive English B-II（TOEFL） 1 4 教育心理学 1 2

English for Academic Purposes (Writing) 1 2 特別支援教育概論（中・高） 1 2

English for Academic Purposes (Presentation) 2 2 教育課程論 2 2

English Conversation I 2 2 教育方法学 2 2

English Conversation II 2 2 教育ICT利活用論 2 2

English Conversation III 3 2 社会科・公民科教育法I 3 2

Academic Reading I 1 2 社会科・公民科教育法II 3 2

Academic Reading II 2 2 社会科教育法I 2 2

Academic Reading III 2 2 社会科教育法II 2 2

Academic Reading IV 3 2 英語科教育法I 2 2

Study Abroad Preparation Seminar 2 2 英語科教育法II 2 2

Study Abroad Program 3 8 英語科教育法III 3 2

Study Abroad Program - Introduction 1 2 英語科教育法IV 3 2

Study Abroad Program - Wrap Up 3 2 情報科教育法I 3 2

日本語基礎I 1 1 情報科教育法II 3 2

日本語基礎II 1 1 国語科教育法I 2 2

日本語コミュニケーションI 1 1 国語科教育法II 2 2

日本語コミュニケーションII 1 1 国語科教育法III 3 2

日本語応用I 2 2 国語科教育法IV 3 2

日本語応用II 2 2 道徳教育の指導法 2 2

日本語文型I 1 2 総合的な学習の時間の指導法 3 2

日本語文型II 1 2 特別活動論 3 2

日本語アカデミック基礎I 1 2 生徒指導論 2 2

日本語アカデミック基礎II 1 2 教育相談 3 2

日本語アカデミック応用I 3 2 進路指導論 3 2

日本語アカデミック応用II 3 2 ボランティア論 3 2

日本語キャリアデザインI 3 2 教職基礎演習 2 2

日本語キャリアデザインII 3 2 教職総合演習 3 2

法学概論 1 2 教職実践演習（中・高） 4 2

経済学概論 1 2 古典文学鑑賞 1 2

政治学概論 1 2 現代文学鑑賞 1 2

人文地理学概論 1 2 日本文学史 1 2

自然地理学概論 1 2 文学総合演習 2 2

哲学概論 1 2 古典文学講読 2 2

日本史学概論 1 2 漢文 1 2

外国史学概論 1 2 書道 1 2

社会学概論I 1 2 教育実習（事前・事後指導） 4 1

社会学概論II 1 2 教育実習I 4 2

自然科学概論 1 2 教育実習II 4 2

生物学概論 1 2 教育学概論 1 2

日本思想概論 1 2 博物館経営論 1 2

科学史概論 1 2 博物館資料論 1 2

日本国憲法 1 2 博物館資料保存論 1 2

国際社会と日本 1 2 博物館展示論 1 2

社会統計学I 2 2 博物館情報・メディア論 1 2

社会統計学II 2 2 博物館教育論 1 2

社会調査法I 1 2 博物館学実習I 2 2

社会調査法II 1 2 博物館学実習II 3 2

社会調査演習 2 4 博物館概論 1 2

韓国語I 1 2 生涯学習論I 1 2

韓国語II 1 2 生涯学習論II 1 2

中国語I 1 2

中国語II 1 2 卒業所要単位：必修28単位、選択100単位以上（英語系・英語系(GSP)4単位以上、

フランス語I 1 2 教養科目系4単位以上、基幹科目群20単位以上（必修8単位、英語系・英語系(GSP)4単位以上、

フランス語II 1 2 教養科目系4単位以上を含む）、ベーシック選択必修8単位以上、専門選択必修6単位以上を

異文化コミュニケーション 2 2 含む）、合計128単位以上

多文化理解 1 2 外国人留学生は、必修32単位、選択96単位以上（教養科目系4単位以上、

アジア・オセアニアの文化 1 2 基幹科目群20単位以上（必修12単位、教養科目系4単位以上を含む）、ベーシック選択必修

異文化理解研修 1 4 8単位以上、専門選択必修6単位以上を含む）、合計128単位以上

スカラシップ 1 6 自由科目の単位は卒業単位には含まれないので注意すること

海外体験研修（東南アジア） 1 2 ※注1 外国人留学生は「アカデミック・スキル演習I」及び「アカデミック・スキル演習II」

海外体験研修（東アジア） 1 2 は履修不可、「情報リテラシー」及び「情報リテラシー応用」の単位を必修とする

長期海外研修（オセアニア） 1 12 ※注2 外国人留学生以外は自由科目、外国人留学生は必修科目として扱う

長期海外研修（欧米） 1 12 ※注3 外国人留学生のみ履修可、必修科目として扱う

情報社会とメディア 1 2

情報基礎演習 1 2 ※注4 英語系・英語系(GSP)から4単位以上を修得すること（外国人留学生を除く）

情報活用論基礎 1 2 ※注5 外国人留学生のみ履修可

情報活用論応用 1 2 ※注6 ベーシック選択必修科目16科目から8単位以上を修得すること

情報活用演習 1 2 ※注7 専門選択必修科目30科目から6単位以上を修得すること

群 系列 科目名 年次
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必修 選択 自由 必修 選択 自由
経営学概論 1 2 基礎ゼミナール 1 2

日本経済入門 1 2 経営社会基礎 1 2

国際経営序論 1 2 経営社会演習 2 4

金融ビジネス基礎 1 2 経営社会実習 2 2

ビジネス会計I 1 2 専門ゼミナール 3 4

ビジネス会計II 1 2 卒業研究 4 4

初級簿記（3級商業簿記）I 1 2

初級簿記（3級商業簿記）II 1 2

組織行動論I 2 2

組織行動論II 2 2

経営統計学I 2 2

経営統計学II 2 2

企業経済論I 2 2

企業経済論II 2 2

戦略的経営論I 2 2

戦略的経営論II 2 2

国際経営論 2 2

サービス産業論I 1 2

サービス産業論II 1 2

ミクロ経済学 2 2

マクロ経済学 2 2

ベーシック・マーケティング 2 2

流通システム論 2 2

フードビジネス論I 2 2

フードビジネス論II 2 2

独立開業論I 2 2

独立開業論II 2 2

海外経営研修 2 2

会計基礎I 1 2

会計基礎II 1 2

コーポレートファイナンスI 2 2

コーポレートファイナンスII 2 2

中級簿記（2級商業簿記）I 2 2

中級簿記（2級商業簿記）II 2 2

原価計算（2級工業簿記）I 2 2

原価計算（2級工業簿記）II 2 2

株式・証券投資論 2 2

人事管理論I 3 2

人事管理論II 3 2

企業と法I 2 2

企業と法II 2 2

グローバルマーケティング論 2 2

国際・人的資源管理論 3 2

マーケティング特講 3 2

IT産業論 3 2

イノベーション・マネジメントI 3 2

イノベーション・マネジメントII 3 2

ファッションビジネス入門 1 2

ファッションマーケティング論 2 2

ファッションマネジメント論 3 2

ファッションビジネス特論 2 2

キレイスタイル論 2 2

ビューティービジネス論 3 2

ファッション色彩論 2 2

流行情報論I 2 2

流行情報論II 2 2

音楽ビジネス概論 1 2

音楽マーケティング論 2 2

音楽マネジメント論 3 2

音楽アーティスト論 2 2

音楽音声コンテンツ論I 2 2

音楽音声コンテンツ論II 2 2

著作権管理論 2 2

音楽ビジネス特論 2 2

コンテンツビジネス入門 1 2

知的財産管理入門 1 2

音楽社会学 3 2

スポーツビジネス概論 1 2

スポーツ産業論I 2 2

スポーツ産業論II 2 2

スポーツ文化論 2 2

スポーツマネジメント論 1 2

スポーツ社会学 1 2

スポーツ教育学I 1 2

スポーツ教育学II 1 2

地域スポーツ論I 2 2

地域スポーツ論II 2 2

スポーツマーケティング論 2 2

スポーツコーチ学I 2 2

スポーツコーチ学II 2 2

スポーツ経営論 3 2

スポーツ心理学I 2 2

スポーツ心理学II 2 2

スポーツ用品・用具流通論I 2 2

スポーツ用品・用具流通論II 2 2

スポーツ指導者論I 2 2

スポーツ指導者論II 2 2

トレーニング科学I 1 2

トレーニング科学II 1 2

スポーツ統計学I 1 2

スポーツ統計学II 1 2

単位数
備考

単位数
備考群 系列 科目名 年次 年次科目名系列群
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別表第2　メディアコミュニケーション学部　マス・コミュニケーション学科（2022年度入学生）

必修 選択 自由 必修 選択 自由
アカデミック・スキル演習I 1 4 健康・スポーツ科学 1 2

アカデミック・スキル演習II 2 4 健康・スポーツ科学演習 1 4

情報リテラシー 1 2 2 ※注2 地域ボランティアプログラムA 1 2

情報リテラシー応用 1 2 ※注3 地域ボランティアプログラムB 2 2

英語I 1 2 地域ボランティアプログラムC 3 2

英語II 1 2 文学基礎論I 2 2

英語III 2 2 文学基礎論II 2 2

英語IV 2 2 人間学演習I 1 2

英会話I 1 2 人間学演習II 1 2

英会話II 1 2 キャリアデザイン・基礎 1 4

インテンシブ英語A-I（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・応用I 2 2

インテンシブ英語A-II（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・応用II 2 2

インテンシブ英語A-III（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・総合I 3 2

インテンシブ英語A-IV（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・総合II 3 2

海外研修英語I 1 2 インターンシップ 2 2

海外研修英語II 1 2 教師論 1 2

語学研修（オセアニア） 1 4 教育制度論 1 2

語学研修（欧米） 1 4 教育心理学 1 2

Intensive English B-I（TOEFL） 1 4 特別支援教育概論（中・高） 1 2

Intensive English B-II（TOEFL） 1 4 教育課程論 2 2

English for Academic Purposes (Writing) 1 2 教育方法学 2 2

English for Academic Purposes (Presentation) 2 2 教育ICT利活用論 2 2

English Conversation I 2 2 社会科・公民科教育法I 3 2

English Conversation II 2 2 社会科・公民科教育法II 3 2

English Conversation III 3 2 社会科教育法I 2 2

Academic Reading I 1 2 社会科教育法II 2 2

Academic Reading II 2 2 英語科教育法I 2 2

Academic Reading III 2 2 英語科教育法II 2 2

Academic Reading IV 3 2 英語科教育法III 3 2

Study Abroad Preparation Seminar 2 2 英語科教育法IV 3 2

Study Abroad Program 3 8 情報科教育法I 3 2

Study Abroad Program - Introduction 1 2 情報科教育法II 3 2

Study Abroad Program - Wrap Up 3 2 国語科教育法I 2 2

日本語基礎I 1 1 国語科教育法II 2 2

日本語基礎II 1 1 国語科教育法III 3 2

日本語コミュニケーションI 1 1 国語科教育法IV 3 2

日本語コミュニケーションII 1 1 道徳教育の指導法 2 2

日本語応用I 2 2 総合的な学習の時間の指導法 3 2

日本語応用II 2 2 特別活動論 3 2

日本語文型I 1 2 生徒指導論 2 2

日本語文型II 1 2 教育相談 3 2

日本語アカデミック基礎I 1 2 進路指導論 3 2

日本語アカデミック基礎II 1 2 ボランティア論 3 2

日本語アカデミック応用I 3 2 教職基礎演習 2 2

日本語アカデミック応用II 3 2 教職総合演習 3 2

日本語キャリアデザインI 3 2 教職実践演習（中・高） 4 2

日本語キャリアデザインII 3 2 漢文 1 2

法学概論 1 2 書道 1 2

経済学概論 1 2 教育実習（事前・事後指導） 4 1

政治学概論 1 2 教育実習I 4 2

人文地理学概論 1 2 教育実習II 4 2

自然地理学概論 1 2 教育学概論 1 2

哲学概論 1 2 博物館経営論 1 2

日本史学概論 1 2 博物館資料論 1 2

外国史学概論 1 2 博物館資料保存論 1 2

社会学概論I 1 2 博物館展示論 1 2

社会学概論II 1 2 博物館情報・メディア論 1 2

自然科学概論 1 2 博物館教育論 1 2

生物学概論 1 2 博物館学実習I 2 2

日本思想概論 1 2 博物館学実習II 3 2

科学史概論 1 2 博物館概論 1 2

日本国憲法 1 2 生涯学習論I 1 2

国際社会と日本 1 2 生涯学習論II 1 2

社会統計学I 2 2

社会統計学II 2 2 卒業所要単位：必修30単位、選択98単位以上（英語系・英語系(GSP)4単位以上、

社会調査法I 1 2 教養科目系4単位以上、基幹科目群20単位以上（必修8単位、英語系・英語系(GSP)4単位以上、

社会調査法II 1 2 教養科目系4単位以上を含む）、2群選択必修10単位以上、3群選択必修6単位以上を含む）、

社会調査演習 2 4 合計128単位以上

韓国語I 1 2 外国人留学生は、必修34単位、選択94単位以上（教養科目系4単位以上、

韓国語II 1 2 基幹科目群20単位以上（必修12単位、教養科目系4単位以上を含む）、2群選択必修10単位

中国語I 1 2 以上、3群選択必修6単位以上を含む）、合計128単位以上

中国語II 1 2 自由科目の単位は卒業単位には含まれないので注意すること

フランス語I 1 2 ※注1 外国人留学生は「アカデミック・スキル演習I」及び「アカデミック・スキル演習II」

フランス語II 1 2 は履修不可、「情報リテラシー」及び「情報リテラシー応用」の単位を必修とする

異文化コミュニケーション 2 2 ※注2 外国人留学生以外は自由科目、外国人留学生は必修科目として扱う

多文化理解 1 2

アジア・オセアニアの文化 1 2 ※注3 外国人留学生のみ履修可、必修科目として扱う

異文化理解研修 1 4

スカラシップ 1 6 ※注4 英語系・英語系(GSP)から4単位以上を修得すること（外国人留学生を除く）

海外体験研修（東南アジア） 1 2 ※注5 外国人留学生のみ履修可

海外体験研修（東アジア） 1 2

長期海外研修（オセアニア） 1 12

長期海外研修（欧米） 1 12

情報社会とメディア 1 2

情報基礎演習 1 2

情報活用論基礎 1 2

情報活用論応用 1 2

情報活用演習 1 2
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必修 選択 自由 必修 選択 自由
コミュニケーション学概論 1 2 マスコミ学基礎 1 2

メディア学概論 1 2 マスコミ学応用 1 2

メディアリテラシー 1 2 マス・コミュニケーション演習A 1 2

メディア史 1 2 マス・コミュニケーション演習B 1 2

メディア社会学 1 2 マス・コミュニケーション演習C 1 2

メディアの法と倫理 2 2 マス・コミュニケーション演習D 2 2

時事問題I 2 2 マス・コミュニケーション演習E 2 2

時事問題II 2 2 マス・コミュニケーション演習F 2 2

人工知能概論I 2 2 マス・コミュニケーション演習G 2 2

人工知能概論II 2 2 マス・コミュニケーション演習H 2 2

取材学 2 2 マス・コミュニケーション演習I 2 2

メディア産業論I 1 2 マス・コミュニケーション演習J 2 2

メディア産業論II 1 2 マス・コミュニケーション演習K 3 2

ジャーナリズム論 1 2 マス・コミュニケーション演習L 3 2

企画プレゼンテーション論 3 2 マス・コミュニケーション演習M 3 2

イベント論 1 2 マス・コミュニケーション演習N 3 2

スポーツジャーナリズム論I 2 2 マス・コミュニケーション実習A 1 1

スポーツジャーナリズム論II 2 2 マス・コミュニケーション実習B 1 1

マーケティング論 1 2 マス・コミュニケーション実習C 1 1

マーケティング戦略論 2 2 マス・コミュニケーション実習D 2 1

マス・コミュニケーション論I 1 2 マス・コミュニケーション実習E 2 1

マス・コミュニケーション論II 1 2 マス・コミュニケーション実習F 2 1

演出論 3 2 マス・コミュニケーション実習G 2 1

映画映像論 3 2 マス・コミュニケーション実習H 2 1

映画史 2 2 マス・コミュニケーション実習I 2 1

演劇・ドラマ研究 2 2 マス・コミュニケーション実習J 2 1

情報番組制作論I 2 2 マス・コミュニケーション実習K 3 1

情報番組制作論II 2 2 マス・コミュニケーション実習L 3 1

広告論 1 2 マス・コミュニケーション実習M 3 1

広告メディア論 2 2 マス・コミュニケーション実習N 3 1

広報・PR論 1 2 マスコミ総合科目A 2 2

広報・PR戦略論 2 2 マスコミ総合科目B 3 2

出版論I 2 2 マスコミ総合科目C 3 2

出版論II 2 2 テレビ番組制作基礎I 1 2

新聞論I 1 2 テレビ番組制作基礎II 1 2

新聞論II 1 2 マンガ制作基礎I 2 2

国際報道論I 3 2 マンガ制作基礎II 2 2

国際報道論II 3 2 マンガ制作特論 3 2

放送論I 1 2 マンガ制作実習 3 1

放送論II 1 2 アニメ制作特論 2 2

スポーツ・ライター、キャスター論I 3 2 アニメ制作実習 2 1

スポーツ・ライター、キャスター論II 3 2 デジタルコンテンツ特論 2 2

音楽産業論I 2 2 デジタルコンテンツ実習 2 1

音楽産業論II 2 2 イベント特論 2 2

エンターテインメント論I 1 2 イベント実習 2 1

エンターテインメント論II 1 2 専門ゼミナール 3 4

現代マンガ文化論I 3 2 卒業研究 4 4

現代マンガ文化論II 3 2

ポピュラーカルチャー論 1 2

ヴィジュアル表現論 3 2

バラエティ番組論I 2 2

バラエティ番組論II 2 2

ドキュメンタリー論 2 2

災害報道論 2 2

お笑い論 2 2

アイドル論 2 2

ことばと表現（書きことば） 1 2

ことばと表現（話しことば） 1 2

国語学概論 1 2

国語表現I 1 2

国語表現II 1 2

古典文学鑑賞 1 2

現代文学鑑賞 1 2

日本文学史 1 2

文学総合演習 2 2

古典文学講読 2 2

アナウンス論 2 2

リポーター論 2 2

リスクマネジメント論 3 2

広告表現論 3 2

消費行動論 3 2

大衆演芸史 3 2

脚本論 2 2

ゲーム・eスポーツ概論 1 2

映像コンテンツ論 1 2

科目名 年次
単位数

群 系列
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単
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別表第2　メディアコミュニケーション学部　情報文化学科（2022年度入学生）

必修 選択 自由 必修 選択 自由
アカデミック・スキル演習I 1 4 健康・スポーツ科学 1 2

アカデミック・スキル演習II 2 4 健康・スポーツ科学演習 1 4

情報リテラシー 1 2 2 ※注2 地域ボランティアプログラムA 1 2

情報リテラシー応用 1 2 ※注3 地域ボランティアプログラムB 2 2

英語I 1 2 地域ボランティアプログラムC 3 2

英語II 1 2 文学基礎論I 2 2

英語III 2 2 文学基礎論II 2 2

英語IV 2 2 人間学演習I 1 2

英会話I 1 2 人間学演習II 1 2

英会話II 1 2 国語表現I 1 2

インテンシブ英語A-I（TOEIC） 1 4 国語表現II 1 2

インテンシブ英語A-II（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・基礎 1 4

インテンシブ英語A-III（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・応用I 2 2

インテンシブ英語A-IV（TOEIC） 1 4 キャリアデザイン・応用II 2 2

海外研修英語I 1 2 キャリアデザイン・総合I 3 2

海外研修英語II 1 2 キャリアデザイン・総合II 3 2

語学研修（オセアニア） 1 4 インターンシップ 2 2

語学研修（欧米） 1 4 教師論 1 2

Intensive English B-I（TOEFL） 1 4 教育制度論 1 2

Intensive English B-II（TOEFL） 1 4 教育心理学 1 2

English for Academic Purposes (Writing) 1 2 特別支援教育概論（中・高） 1 2

English for Academic Purposes (Presentation) 2 2 教育課程論 2 2

English Conversation I 2 2 教育方法学 2 2

English Conversation II 2 2 教育ICT利活用論 2 2

English Conversation III 3 2 社会科・公民科教育法I 3 2

Academic Reading I 1 2 社会科・公民科教育法II 3 2

Academic Reading II 2 2 社会科教育法I 2 2

Academic Reading III 2 2 社会科教育法II 2 2

Academic Reading IV 3 2 英語科教育法I 2 2

Study Abroad Preparation Seminar 2 2 英語科教育法II 2 2

Study Abroad Program 3 8 英語科教育法III 3 2

Study Abroad Program - Introduction 1 2 英語科教育法IV 3 2

Study Abroad Program - Wrap Up 3 2 情報科教育法I 3 2

日本語基礎I 1 1 情報科教育法II 3 2

日本語基礎II 1 1 国語科教育法I 2 2

日本語コミュニケーションI 1 1 国語科教育法II 2 2

日本語コミュニケーションII 1 1 国語科教育法III 3 2

日本語応用I 2 2 国語科教育法IV 3 2

日本語応用II 2 2 道徳教育の指導法 2 2

日本語文型I 1 2 総合的な学習の時間の指導法 3 2

日本語文型II 1 2 特別活動論 3 2

日本語アカデミック基礎I 1 2 生徒指導論 2 2

日本語アカデミック基礎II 1 2 教育相談 3 2

日本語アカデミック応用I 3 2 進路指導論 3 2

日本語アカデミック応用II 3 2 ボランティア論 3 2

日本語キャリアデザインI 3 2 教職基礎演習 2 2

日本語キャリアデザインII 3 2 教職総合演習 3 2

法学概論 1 2 教職実践演習（中・高） 4 2

経済学概論 1 2 古典文学鑑賞 1 2

政治学概論 1 2 現代文学鑑賞 1 2

人文地理学概論 1 2 日本文学史 1 2

自然地理学概論 1 2 文学総合演習 2 2

哲学概論 1 2 古典文学講読 2 2

日本史学概論 1 2 漢文 1 2

外国史学概論 1 2 書道 1 2

社会学概論I 1 2 教育実習（事前・事後指導） 4 1

社会学概論II 1 2 教育実習I 4 2

自然科学概論 1 2 教育実習II 4 2

生物学概論 1 2 教育学概論 1 2

日本思想概論 1 2 博物館経営論 1 2

科学史概論 1 2 博物館資料論 1 2

日本国憲法 1 2 博物館資料保存論 1 2

国際社会と日本 1 2 博物館展示論 1 2

社会統計学I 2 2 博物館情報・メディア論 1 2

社会統計学II 2 2 博物館教育論 1 2

社会調査法I 1 2 博物館学実習I 2 2

社会調査法II 1 2 博物館学実習II 3 2

社会調査演習 2 4 博物館概論 1 2

韓国語I 1 2 生涯学習論I 1 2

韓国語II 1 2 生涯学習論II 1 2

中国語I 1 2

中国語II 1 2 卒業所要単位：必修36単位、選択92単位以上（英語系・英語系(GSP)4単位以上、

フランス語I 1 2 教養科目系4単位以上、基幹科目群20単位以上（必修8単位、英語系・英語系(GSP)4単位以上、

フランス語II 1 2 教養科目系4単位以上を含む）を含む）、合計128単位以上

異文化コミュニケーション 2 2 外国人留学生は、必修40単位、選択88単位以上（教養科目系4単位以上、

多文化理解 1 2 基幹科目群20単位以上（必修12単位、教養科目系4単位以上を含む）を含む）、合計128単位以上

アジア・オセアニアの文化 1 2 自由科目の単位は卒業単位には含まれないので注意すること

異文化理解研修 1 4 ※注1 外国人留学生は「アカデミック・スキル演習I」及び「アカデミック・スキル演習II」

スカラシップ 1 6 は履修不可、「情報リテラシー」及び「情報リテラシー応用」の単位を必修とする

海外体験研修（東南アジア） 1 2 ※注2 外国人留学生以外は自由科目、外国人留学生は必修科目として扱う

海外体験研修（東アジア） 1 2

長期海外研修（オセアニア） 1 12 ※注3 外国人留学生のみ履修可、必修科目として扱う

長期海外研修（欧米） 1 12

情報社会とメディア 1 2 ※注4 英語系・英語系(GSP)から4単位以上を修得すること（外国人留学生を除く）

情報基礎演習 1 2 ※注5 外国人留学生のみ履修可

情報活用論基礎 1 2

情報活用論応用 1 2

情報活用演習 1 2
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必修 選択 自由 必修 選択 自由
言語と文化 1 2 英語演習I 1 2

比較文化論 1 2 英語演習II 1 2

英語文学 2 2 総合英語I 2 2

英語学概論 2 2 総合英語II 2 2

Global Communication 2 2 情報文化キャリア英語 2 2

異文化理解 2 2 Project-based Presentation 3 2

English Communication I 1 2 情報処理入門 1 2

English Communication II 1 2 情報コミュニケーション論 1 2

Reading I 2 2 情報処理応用 2 2

Reading II 2 2 ICT活用演習 1 2

Listening & Speaking I 2 2 データ処理基礎 1 2

Listening & Speaking II 2 2 システム開発プロジェクト 3 2

英語音声学 2 2 情報文化キャリア特講（初級） 1 2

Writing & Presentation I 2 2 情報文化キャリアI 2 2

Writing & Presentation II 2 2 情報文化キャリアII 2 2

情報社会と法 1 2 情報文化キャリア特講（上級） 2 2

知的財産権 1 2 情報社会と文化 2 2

情報社会と職業 2 2 情報文化キャリア総合 3 2

データサイエンス概論 1 2 基礎ゼミナール 1 2

データベースI 2 2 情報文化基礎 1 2

データベースII 2 2 情報文化演習 2 4

統計学概論 2 2 情報文化実習 2 2

データ処理応用 3 2 専門ゼミナール 3 4

データサイエンス応用 3 2 卒業研究 4 4

情報社会と経済 1 2

ロジスティクスとERP 2 2

e-マーケティング 2 2

e-ビジネス 2 2

ネットワークと社会 2 2

e-コマースシステム 2 2

マルチメディア 1 2

Webデザイン 1 2

Webサイト制作 2 2

Webアプリ開発 2 2

Webサービス開発 3 2

グラフィックデザインI 1 2

グラフィックデザインII 1 2

アニメーション制作 2 2

コンピュータグラフィックス 2 2

3DCG制作 2 2

情報処理概論 1 2

情報ネットワーク 2 2

情報ネットワーク演習 2 2

情報セキュリティ 2 2

プログラミング概論 1 2

プログラミング基礎 1 2

プログラミングI 2 2

プログラミングII 2 2

プログラミングIII 3 2

プログラミングIV 3 2

ロジカルシンキング 1 2

アルゴリズム 2 2

システム設計 3 2

基幹科目群20単位以上（必修12単位、教養科目系4単位以上を含む）を含む）、合計128単位以上
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別表第2　メディアコミュニケーション学部　こどもコミュニケーション学科（2022年度入学生）

必修 選択 自由 必修 選択 自由
英語I 1 2 メディア活用論I 1 2

英語II 1 2 メディア活用論II 2 2

英語III 2 2 こども教材開発論 3 2

英語IV 2 2 こども教材開発演習 3 2

海外研修英語I 1 2 コミュニケーションの心理学 2 2

海外研修英語II 1 2 こどもと読み聞かせ・児童文学 2 2

英会話I 1 2 こどもと読み聞かせ・絵本 2 2

英会話II 1 2 こどもと読み聞かせ・メディア 3 2

情報リテラシーI 1 2 こどもと文学 3 2

情報リテラシーII 1 2 こども文学創作演習 3 2

ことばと表現（書きことば） 1 2 こども英語活動演習 3 2

ことばと表現（話しことば） 1 2 生涯学習論 3 2

社会学概論I 1 2 グループ体験 2 2

社会学概論II 1 2 環境と教育 2 2

法学概論 1 2 社会調査法I 3 2

経済学概論 1 2 社会調査法II 3 2

政治学概論 1 2 社会調査演習 3 2

人文地理学概論 1 2 保育原理 1 2

自然科学概論 1 2 教育学概論（初等） 1 2

生物学概論 1 2 教育制度論（初等） 1 2

哲学概論 1 2 子ども家庭福祉 2 2

日本史学概論 1 2 社会福祉 1 2

外国史学概論 1 2 子育て支援 2 1

自然地理学概論 1 2 社会的養護I 2 2

日本思想概論 1 2 保育者論 1 2

科学史概論 1 2 保育の心理学 1 2

日本国憲法 1 2 子ども家庭支援の心理学 1 2

国際社会と日本 1 2 幼児理解 3 1

現代の社会福祉 1 2 子どもの保健 2 4

韓国語I 1 2 子どもの健康と安全 3 1

韓国語II 1 2 子どもの食と栄養 3 2

中国語I 1 2 子ども家庭支援論 3 2

中国語II 1 2 教育・保育課程論 2 2

フランス語I 1 2 幼児と健康 2 2

フランス語II 1 2 幼児と人間関係 2 2

多文化理解 1 2 幼児と環境 2 2

アジア・オセアニアの文化 1 2 幼児と言葉 2 2

異文化コミュニケーション 1 2 幼児と表現 2 2

海外体験研修（東南アジア） 1 2 保育内容総論 2 1

異文化理解研修 1 4 健康の指導法 2 1

健康・スポーツ科学 1 2 人間関係の指導法 2 1

地域ボランティアプログラムA 1 2 環境の指導法 2 1

地域ボランティアプログラムB 2 2 言葉の指導法 2 1

地域ボランティアプログラムＣ 3 2 表現の指導法 2 1

文学基礎論I 2 2 教育方法学（初等） 2 2

文学基礎論II 2 2 乳児保育I 3 2

国語表現I 1 2 乳児保育II 3 1

国語表現II 1 2 特別支援教育概論（初等） 3 2

古典文学鑑賞 1 2 社会的養護II 3 1

現代文学鑑賞 1 2 教育相談支援 3 2

日本文学史 1 2 身体表現の技術 2 2

文学総合演習 2 2 声楽表現の技術A 1 2

古典文学講読 2 2 声楽表現の技術B 2 2

人間学演習I 1 2 器楽表現の技術A 1 2

人間学演習II 1 2 器楽表現の技術B 2 2

キャリアデザイン・基礎 1 4 造形表現の技術A 1 2

キャリアデザイン・応用I 2 2 造形表現の技術B 2 2

キャリアデザイン・応用II 2 2 絵画表現の技術A 1 2

キャリアデザイン・総合I 3 2 絵画表現の技術B 2 2

キャリアデザイン・総合II 3 2 言語表現の技術 2 2

インターンシップ 2 2 総合表現演習 3 2

保育実習IA 3 2

卒業所要単位：必修79単位、選択49単位以上（選択必修10単位以上 保育実習IB 3 2

（必修2単位を含む）を含む）、合計128単位以上 保育実習指導IA 3 1

保育実習指導IB 3 1

保育実習II 3 2

保育実習指導II 3 1

保育実習III 3 2

保育実習指導III 3 1

教育実習（幼稚園） 4 4

教育実習事前・事後指導（幼稚園） 4 2

教育・保育実践演習 4 2

基礎ゼミナール 1 2

こどもコミュニケーション基礎 1 2

こどもコミュニケーション論 1 2

こどもコミュニケーション演習 2 2

こどもコミュニケーション実習 2 1

学校インターンシップ実習I 1 2

学校インターンシップ実習II 2 2

専門ゼミナール 3 4

卒業研究 4 4

群 系列 科目名 年次
単位数

科目名 年次
単位数

備考

基
幹
科
目
群

英
語
系

備考 群 系列

必
修
単
位
を
含
め

1
0
単
位
以
上
修
得

1
群

実
習

実践演習

3
群

こ
ど
も
理
解
基
礎
科
目
群

実
践
支
援
科
目
群

人
間
力
向
上
科
目
群

地

域

連

携

系

文
学
系

人

間

学

系

キ

ャ
リ
ア
系

教
養
科
目
系

実
技
科
目
群

2
群

メ

デ

ィ
ア

科

目

群

コ
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ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

科

目

群

フ

ィ
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ド
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サ
ー
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科

目

群
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江戸川大学学則案の変更事項を記載した書類 

１．メディアコミュニケーション学部こどもコミュニケーション学科の入学定員を 60名 

から 50名に変更し、社会学部経営社会学科の入学定員を 120名から 130名に変更する。 

 大学全体の入学定員は 550名のまま変わらず、大学全体の収容定員も 2,200名のまま 

変更はない。 

２．上記１．の施行期日として、附則に「令和 5年 4月 1日から施行する」旨を追記する。 

以 上 
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江戸川大学学則案 新旧対照表 

新 旧 

第４条 本学に、次に掲げる学部を置く。 

社会学部 

メディアコミュニケーション学部

２ 学部及び学科の入学定員並びに収容定員は、次のとおり

とする。 

入学定員 収容定員 

社会学部 

人間心理学科 110人   440人 

現代社会学科 80人   320人 

経営社会学科 130人   520人 

計 320人  1280人 

メディアコミュニケーション学部

マス・コミュニケーション学科   100人   400人 

情報文化学科  80人   320人 

こどもコミュニケーション学科  50人   200人 

計 230人   920人 

３ 学部及び学科の人材の養成に関する目的及び学生に修

得させるべき能力等の教育目標は、別表第1のとおりとする。 

附 則 

  本学則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

第４条 本学に、次に掲げる学部を置く。 

社会学部 

メディアコミュニケーション学部

２ 学部及び学科の入学定員並びに収容定員は、次のとおり

とする。 

入学定員 収容定員 

社会学部 

人間心理学科 110人   440人 

現代社会学科 80人   320人 

経営社会学科 120人   480人 

計 310人  1240人 

メディアコミュニケーション学部

マス・コミュニケーション学科   100人   400人 

情報文化学科  80人   320人 

こどもコミュニケーション学科  60人   240人 

計 240人   960人 

３ 学部及び学科の人材の養成に関する目的及び学生に修

得させるべき能力等の教育目標は、別表第1のとおりとする。 
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